
若年層からの多重債務相談について 

１ 新規相談における若年層の割合が増加傾向にある 

 
２ 若年層は他の年代に比べて、浪費により借金が膨らむ例が多く見られる 

 
３ 若年層の相談から感じること 

 

 

 

 

 

 

 

４ 若年層相談への対応 

（１）まずは現状を立て直そう、という視点での声掛け、提案 

（２）他と同じく、一人の大人として接し、相談者が自ら決断して実行できるような提案を行う 

（社会経験が少ないこと、知識が不足していることから、より丁寧な説明が必要） 

（３）親との関係が悪い場合や親の対応に問題があると思われる場合は、親との調整や親への助言も 

相談員として、次々と出現する新しいサービスや事象に対して、情報収集と勉強が必要 

表1　新規相談者の年代別内訳 表2　最近の新規相談の状況
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令和元年度
4～3月

令和5年度
4～3月

20代以下 9% 9% 10% 13% 16% 15% 全世代 1,066 1,161

30代 15% 16% 16% 15% 19% 19% 93 173

40代 27% 23% 23% 23% 21% 19% 8.7% 14.9%

50代 26% 26% 26% 26% 22% 23% 283 270

60代以上 23% 26% 25% 23% 22% 24% 27% 23.3%

20代以下

50代
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一般社団法人生活サポート基金 

（東京都多重債務者生活再生事業相談窓口） 


